西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和7年7月8日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・書記：金谷　侑
	松沢
	金谷
	平山
	田村
	熊谷
	榊
	前田
	柳田
	大湊
	山口

	年
	○
	○
	○
	準
	深
	○
	休
	年
	○

	田端
	小原
	馬場
	春日
	福士
	工藤
	秋元
	久保
	
	

	休
	留守
	準
	戻り
	休
	深
	業務
	○
	
	


＜病棟連絡事項＞
・金Dr.7/9～7/10年休。処方依頼済。
・松沢SGMからのアンケート〆切7/9、期限厳守でお願いします。
＜ベッドコントロール＞

・古舘　正行様～本日退院。

・小山　仁様～東病棟より西Bユニット29号室へ転入。
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　達也様、松原　千積様～それぞれ主治医面談実施。記録は電子カルテ参照。

・夏坂　禎様～リビングホームおおつか　あさざか氏より入電。4月に家族より入居申し込みが入っていた。最近家族へ施設に空きがあれば入居を希望するかと確認したところ、退院できる状態であればとの返事があったとのこと。そのため本人の状態を確認したく面会の希望あり7/14(月)14：30で予約取得した。本人と面会後、スタッフより聞き取りを希望。
・長瀬　伸也様～退院について本人は7/31を希望。サービス利用に関しては本人よりデイケアや訪看等の説明にも拒否が強く導入は困難。外来やSWとも相談し、退院後に通院中断やデポ剤の拒否等あった際の対応について

　　　　　　　　方向性を検討していく事とする。
・伊藤　宏美様～退院後に本人より連絡あり、シャツを1枚忘れたとの事で、特定男性スタッフを指名でやり取りをしたいとの事。当該スタッフへ確認し、元担当スタッフより連絡を入れていく事とする。
・大平　香奈様～SWから計画相談　ぴあ三沢　村田氏へ確認。退院後のサービスについては8月退院を目途にしていくといった話を家族としており、7/12の退院希望等は聞いていなかった。サービスも一切調整出来ていない為、12日の退院は現実的ではないとの事。サービスの調整に時間が必要な事を家族に伝え、再度希望日を確認する事とした。退院前にはケア会議の開催希望あり、日程決まり調整進めることとする。
・磯島　武弘様～青森保護観察所　恒任氏より連絡。先週青山荘へ相談を行ってきたとの事。本人に選択肢を持ってもらうためにも、青山荘の職員から施設の説明をしてもらいたいと考えているとの事。青山荘と青森保護観察所の職員との説明を、7/29(火)15：00～で調整。その説明の前に、恒任氏と本人との面談も組みたいとのことで、7/11(金)16：00～で調整している。
＜要注目患者様ケース検討＞
・田名部　幸子様～介護スタッフ巡視時、Ptがトイレに行っている間にベッドを確認したところ昨晩と同じように敷布団が水を掛けたようにびちゃびちゃになっていたと報告を受ける。掛け布団の下に隠れる部分の敷布団に大量の水をこぼした形跡有り。（昨日も本人がトイレへ移動した後に確認にいくとリネンが濡れているといった状況であった）食事時間付近ということもあり、同室者は全員Pt以外出払っていた。ひとまず、Ptが戻る前にスタッフで濡れていたリネンを回収。トイレから戻ったPtが、リネン類を回収されていた事に言及され、「もしかして昨日みたいに濡らされてたんですか？」と訴える様子があったが、スタッフからは『夕食時間ということもありPtが一定時間部屋を不在にするため、一時的に回収している』と答えると「あ、そうなんですね。」とそれ以上の追及はなかった。食後、本人のもとへ回収していたリネン（という体の新しく用意した物）を戻した際に、敷布団と掛け布団を細かく観察される様子あり。（水が掛かっていた箇所を念入りに見ていた）。本日もリネン関係の訴えが多く、頓服薬も決まった時間に服用にしに来ている。
・松原　千積様～昨日準夜帯に特定男性患者様（S.N様）の後ろをついてまわり、「かいごふくやまだいがくふらんしーる」と謎の文章を繰り返し話し掛ける様子あり、相手患者様から何度もクレームが来ている。都度スタッフ介入し、相手からクレームが来ている以上執拗な話し掛けは止めるよう伝えているが、その後も同様の行動見られ落ち着かず。

上記について、「彼への愛の言葉です。」と話している。
・大平　香奈様～感情失禁あり。服薬時もスタッフに突進しながら抱き着こうとする行為あり。「責められている気がする。」と感情失禁見られ、色々なスタッフに話し掛けあり。引き続き精神症状観察し、トラブルないよう介入行っていく。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・七戸　康徳様～不穏さなく落ち着いて過ごされていること、7/2に母様同伴で外出し喧嘩することなく帰院されていることを情報提供行う。診察時、本人より「家でやっていける自信が出てきました。母にも感謝しています。」と発言あり。主治医より外泊訓練行い、問題なければ自宅退院しましょうと伝えられ了承されている。処方変更なし。
・鈴木　達也様～食事は1/4～全量摂取されていること、銀行口座にログインできないことで「早くくたばれ、死ね、壁壊したくなってきた」と母様に対する暴言を吐き捨てるようにしていたこと、オランザピン再開後は聴覚過敏に関する訴えは聞かれていないこと、服薬遅れやスマホ返却遅れ、タブレットを22時30分まで返却しにこない等日課へ支障が出ていること、母様より面談について本人同席なしでと返事があったこと、同席拒否の理由として本人の新たな高額な支払いが出てきており11万円くらいの請求があり怒りの感情が強く興奮して本人に感情をぶつけてしまいそうとのこと、何に11万円使用したのか確認して欲しいと希望があり受け持ちNSより本人に確認し、ポイント集めで契約していたサブスクが解約されておらずまとめて請求がきたのではないかと返答があったことを情報提供行う。診察時、主治医より課金について問われるも「課金はしてない、大元を解約してないからお金が掛かった。自分が全部悪い、5月に解約し忘れたからその分掛かった。スマホを売るしかないと思ってます。」と俯きがちに話されている。

もうこのような高額な請求は来ないってことですね？と問われると頷かれている。今回のことで母様からスマホを使用させたくないと要望が出る可能性も考えられることを伝えられ、頷かれている。インチュニブ3㎎→4㎎へ増量。その他処方変更なし。
・川村　貴美代様～夜間は時折不眠時薬内服され良眠であること、食事も全量摂取されていること、自宅に荷物を取りに行きたいと訴え頻回でありGHや施設等の入所が決定してからでもいいのでは？自宅に物はなかったと計画相談担当よりお話を伺っていることをお伝えするも納得されず「泥棒に入られたってことですか？訴えても良いですか？」と口調強くなり受け持ちNSの説明には納得できない場面があったことを情報提供行う。診察時、主治医より家具や物が自宅にない状況であること、まずはGH等の入所を目指すことが優先であることを説明され、「分かりました」と返答するもすぐに「青山荘の見学もだし1回でも外出にも行きたいですね」と話され理解不良。青山荘の見学はいつ頃になりそうか確認するよう指示あり。処方変更なし。
・内山　陽大様～　7/2に東病棟より西病棟へ転入となるが不穏さや問題行動なく過ごされていること、夜間良眠で食事も2/3～全量摂取されていることを情報提供行う。
診察時、本人が描いたイラストを主治医へ見せており褒められると嬉しそうにしている。
主治医より「他の患者さんとの関わり方はどうですか？」と問われると、「知らぬ間にMさんを傷付けているんじゃないかって。何かしたわけしゃないけどなんとなく」と特定女性患者様の名前を挙げて話されている。
処方変更なし。
・野坂　翔様～操作的言動や逸脱行動なく過ごされていること、食事は全量摂取され夜間良眠であることを情報提供行う。診察時に咽頭痛訴えあり、トローチ希望される。ＳＰトローチ処方となる。その他処方変更なし。
・長瀬　伸也様～7/3～5の外泊は問題なく帰院されていること、母様より精神症状安定しており日常生活も問題なく送ることができていることから母様宅で退院受け入れ検討しており7月末での退院はどうかとお話しがあったこと、スタッフより退院後は通院やデポ剤は継続していただきたいこと、退院後のサービス調整について母様本人ともに了承されていること、日中活動としてデイケア等も検討していくことを情報提供行う。診察時、「退院したら働きます」と話されており、どこで働くのか問われると「知り合いの所で手伝いで働きます。」と返答される。裁判所ではないんですね？と問われると「裁判所じゃないです」と返答されていた。退院後のサービス調整について主治医より言及されると「先生以外と話す気ないのでデイケアとかそういうのいりません。やりません。」と返答あり。本人退室後、主治医より乗り気じゃないのなら仕方ないですねとお話しがあった。退院前に主治医面談行いたいため、来週以降の火・水・木曜日の15時以降で日程調整行うよう指示あり。
・田端　香織様～確認行為の頻回さは最近悪化している印象あり、2～3分おきにスタッフに話し掛けあること、スタッフの介入に対して時折易怒性見られていること、流涎の多さは変わらないこと、他患者様対応中に近くで高笑いする様子あり他患者様から苦情聞かれていることを情報提供行う。
診察時、外出や日課についての確認行為執拗。
ロラゼパム0.5㎎　3錠→6錠へ増量、クエチアピン、ホリゾン中止となる。
その他処方変更なし。
＜皮膚科診察情報＞
・福井　宏様～躯幹や両上肢はやや軽快傾向にあり、デルモゾールDP軟膏塗布継続処置となる。また、右足踵あたりに発赤　表皮剥離　滲出液あり。靴ずれと思われるとの事で、テラマイシン軟膏+ガーゼ保護　の処置追加となっている。
・大平　香奈様～両内腿発赤持続にて　処置継続となる。エキザルベ　1本、デルモゾールDP軟膏　2本　処方。
・その他処置継続。

＜馬渡Dr.退院支援委員会会議＞
・瀬川 高雄様～施設再入所の方向性。在籍可能期間は3ヶ月、現在入院1ヶ月目のため、残り期間で再入所調整を行っていく。
・川村 享様～施設入所の方向性。ケアマネとの顔合わせは済み。今後入所可能な施設の選定を行っていく。
・佐々木 康子様～施設入所の方向性。問題行動が多く施設選定が困難な状況。
・木口 柊太郎～青山荘への入所を検討中。見学調整中。本人の病識や理解力から、体験利用等は何回か繰り返し実施していく事とする。
・古積 幸太～青風荘の入所に向け見学調整中。本人の病識や理解力から、体験利用等は何回か繰り返し実施していく事とする。
＜転入患者情報＞
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転棟サマリー

（東病棟Aユニット→西病棟Bユニット）

転出日：R7年　7月　8日

患者様氏名 小山 仁  　様  担当主治医　：　小栁　匡相

 

 なし

入院年月日 令和7年6月12日　（2回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　妄想性障害  身体合併症　：　統合失調症、不眠症、高血圧症、便秘症、不穏状態、表在性皮膚感染症

備考

【緊急時】当院

【CS】CS B 下着類業者洗濯

【持参薬】あり

【他科受診】無し

【義歯】なし

【買い物】なし

【車椅子】なし

【退院支援】未定

【貴重品】なし

【各種ワクチン】希望

最終排便（令和７年7月6日）

精神症状 興奮　被害妄想

問題行動 なし

処遇制限 なし

 自立

 

（記載者：　藤原　香織　　印　　）

最終入浴日（令和7年7月7日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

未定

現在の処置 なし

ADL


